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  是非ともご出席いただきますようお願いいたします。 
テーマ：「ＧＰＡと厳格な成績評価－学士課程教育の実質化に向けて－」 
主催：金沢大学 大学教育開発・支援センター  
共催：金沢大学文学部 FD委員会、 経済学部カリキュラム委員会、人間社会環境研究科 FD委員会 
日時：平成１９年２月２２日（木） １３時３０分～１７時３０分 




 開会の挨拶 鹿野勝彦（金沢大学副学長・教育担当理事） 
 講演(13:35-15:35) 
   舘 昭（桜美林大学大学院教授）「学士課程の意義と個々の授業、そして成績評価」 
    半田 智久(静岡大学大学教育センター教授)「ユニバーサルなものにはユニバーサルに :  
基幹システムとしての fGPAと UDexへの方向性」 
 シンポジウム(15:45-17:30)  
       報告 向 智里（自然科学研究科教授）「薬学部における GPAの活用について」 
       山崎 光悦（自然科学研究科教授）「工学部の GPAの導入と活用状況」 








 2006 年 12 月 15 日（金）に日本財団（東京都港区赤坂）で開催された標記研修講座に参加した。
本研修講座は、筑波技術大学及び日本聴覚障害学生教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）との共
催であり、「障害学生支援コーディネーター育成 FD 研修会」という副題がつくものであった。午前


































か。                                          （文責 教育支援システム研究部門 堀井祐介） 
